
春秋会２０２２年度　第１２回幹事会

幹事長　　　　飯　島　奈　絵

日時　：３月１４日（火）正午～午後１時 
場所等：WEB／Zoomミーティング、リアル会場／堂島法律事務所会議室

出席幹事（敬称略）：
森野俊彦、宮下泰彦、田島義久、奥村昌裕、溝上絢子、両角麻子、松井淑子、
西田敦、原野早知子、西原和彦、堀川智子、島尾恵理、田積祥子、飯島奈絵、
富井和哉、吹矢洋一、堀智弘、村瀬謙一、安原邦博、渡部真樹子、井上耕史

オブザーバー：岩本朗、由良尚文、西念京祐、下枝歩美（議事録作成）

幹事総数　　　　　　　　　８７名
出席幹事の数　　　　　　　２１名
委任状による出席幹事の数　２９名
合計　　　　　　　　　　　５０名（重複あり）

上記のとおり定足数に足る幹事の出席があったので、本幹事会は適法に成立し、幹事長飯島奈絵は本幹事会の議長として副幹事長渡部真樹子を指名した。議長は、開会を宣した。

次年度正副幹事長・委員長のオブザーバー参加に関し承認された。
その後、議案の審議に入った。

≪議事の内容≫

１　委員会活性化費の改正

幹事長：
今年度、委員会活性化費を、できるだけ若手に会務に参加していただくべく設立した。今回、対象に正副幹事長を追加した。正副幹事長も３０００円ｘ人数ｘ６の上限がある。
また、若手会の新人歓迎旅行について、３万円の補助を登録５年から１０年に改訂することを提案する。

議長からの会計報告
２０２２年度の全体の収入は１３３３万円、支出が１０３７万円ということで、繰り越しを含めて、２６４２万円がある。
活性化費について１２４万の予算に対し、これまでの支出は４０万円。
今後の予定として、２回目の新人歓迎旅行７０万円ほどの支出を予定している。選挙の予納金は、ほぼ全額が返ってくる。広報の春号の支出が追加される。

議長は原案の可決承認を報告した。


２【決議事項】３月総会招集の件（３月２７日１８時～＠大阪弁護士会１０階）
　　総会議案①会則改正　総会オンライン出席、グーグルフォーム委任状

幹事長：
通信システムに故障があり、音声が途絶えた場合という規定は、判定が難しいので、削った。
委任状の受任者をリアル出席者に限ることが出来るという余地を残した。
総会の委任状をグーグルフォームで出すことができるように改正した。
幹事会はすでにオンライン出席者の議決権行使、委任状の提出をグーグルフォームで行っているが、平仄を合わせるために明文化。

議長は原案の可決承認を報告した。

②次年度幹事の選任（副幹事長、全期幹事、各期幹事）の選任決議
③次年度選考委員の選任
資料３に副幹事長に由良尚文先生を追加する修正
議長は原案の無事可決承認を報告した。

３　各種委員会からの活動報告／政策，広報，研修，親睦，若手会
（１）政策委員会（担当副幹事長：松井淑子）
２月２２日に会費減額意見交換会を開催した。黒田副会長もお越しいただいて、経緯等を報告いただいた。常議委員会でも賛否が分かれたり、臨時総会で反対意見もあったが、可決された。政策委員会としてタイムリーな話題を取り扱えてよかった。
３月７日政策シンポ「弁護団活動のススメ」を行った。弁護団に入ることで縦・横のつながりができることなどがよく伝わった。懇親会は、活性化費を利用した。
委員会としては、なかなか若手の委員が集まらない課題が残る。

（２）広報委員会（委員長：堀川智子）
ニュースレター３月号、全２４ページの大部を発行した。青木先生の連載が最終回となった。
春号は全ての原稿を回収し、校正をしている。
委員会活性化費も下半期分を申請済み。上半期分は検討中。また、色々作業をしてくれながら、懇親会に参加できていないメンバーに５０００円分の物の贈答を計画している。
次年度委員会日程も決めた。
今年度は、年度初めに予算要望を出し、活性化費を創設いただいた。次年度も引き続き楽しく活動を行っていきたい。

（３）研修委員会（委員長：西念京祐）
月例会議が明後日なので、前回報告以降の報告があまりない。次年度の初めに離婚研修を行うことを考えている。

（４）親睦委員会（委員長：宮下泰彦）
親睦委員会の慰労会を行った。来年留任される先生が多いので、来年の決起会でもあった。
１８、１９日に新人歓迎旅行を予定しており、３２名が参加予定。場所は福岡・北九州。

（５）若手会（担当副幹事長：富井和哉）
追いコン兼新人歓迎を開催したが、追いだされる期の先生の出席がなかったので、実質新人歓迎会のみになった。
次年度に引き継いで、来年も楽しく活動していきたい。

４　各種行事のご案内・参加の要請　

岩本次期幹事長：
今年度の会長・副会長・正副幹事長・各委員長・若手代表の慰労会を予定している。日程は４月２４日（月）です。ぜひご参加ください。

５　大弁会務・日弁連理事会報告

幹事長：
ABAの会長（アフリカ系女性）が来館して、セミナー開催された。
東弁との交流会、充実していた
臨時総会で会長及び副会長の選任における男女共同参画推進特別措置、若手会費減額が可決された
マスコットキャラクターにリーガリューが選ばれて、大弁HPにリーガリューの部屋が作成された

岩本次期幹事長：
２月２７日に日野町事件の即時抗告棄却・再審開始維持決定に関し、検察官に特別抗告しないことを求める会長声明
臨時総会では、再審法改正の決議も可決された。
袴田事件に関し、東京高裁で再審開始決定が出た。
日弁も力をいれて取り組んでいる。関心をもって、応援していただければ。

幹事長：
３月総会（３月２７日）及び懇親会が開催されるので、ぜひご参加ください。

６　幹事会の感想等

A幹事：
こういう機会がないと若手の顔が一致しない。
B幹事：
前後の都合がつきやすいので、オンライン開催はありがたかった。
C幹事：
春秋会がどういう活動をしているのか知りたいと思い参加していた。オンラインのおかげで参加できた。
D幹事：
大阪弁護士会が何やっているのかを知る機会になった。勉強させていただいた。
E幹事：
春秋会活性化のために幹事長らが頑張っていると感じた。オンラインは自宅でもでられるので便利。発言の機会が減るので、２回か３回に１回はハイブリットでの開催も検討すればよいと考える。
F幹事：
ハイブリットのおかげで出席できた。移動途中でも参加できた。
G幹事：
いつも準備して、丁寧な議論をしており感心した。どんな活動があるのか勉強させてもらった。
H幹事：
オンラインで参加しやすかった。次期幹事の推薦に苦労したが、あいうえお順にする等、全員に回るようにすると良いと思う。
I幹事：
オンラインを今後も活用してほしい。
J幹事：
WEBでの出欠回答、委任状ができるようになって良かった。オンラインで一つ困ったことは、画面共有の字が小さくて見えづらい。
西田副幹事長：
色んな人が幹事会に参加して春秋を支えているのだと実感した。
堀委員長：
時代の波に乗った改正を行っていく姿をみれた。
田積副幹事長：
子供の出産も挟んだが、オンラインのおかげで今日も参加できている。
議長：
委員会活動活性化費を創設したり、総会のハイブリッド開催を行った。春秋会の活動が活発になる一助になっていれば嬉しい。

